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第９回白鷹紅花まつり

　７月19日から21日まで、滝野交流館を主会場に第９回白鷹紅花まつりが開催されました。会場では、愛好者が腕を振るった

手打ちそばや、芸術家グループの作品展、ガーデニングや紅染め、紬機織りの体験教室などが行われ、約3000人のかたが訪れ

ました。
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平成15年８月25日から

【住民基本台帳カードの交付】
Ｑ：どんなサービスに利用できますか？

Ａ：以下のサービスにご利用いただけます。

　　○住民票の写しの広域交付

　　○写真付きカードは公的な個人証明書として

　　○転入転出の簡素化

　　○公的個人認証サービス

Ｑ：どのような種類がありますか？

Ａ：写真付きと、写真無しのカードがあります。

Ｑ：いくらかかりますか？

Ａ：手数料としてどちらも500円です。

Ｑ：申請には何が必要ですか？

Ａ：申請書は町民課戸籍年金係にあり、本人が確認で

　　きるものと印鑑。写真付きのカードを申請する場

　　合は６カ月以内に撮影した無帽、正面、無背景の

　　写真（3.5×4.5ｃｍ）が必要です。

Ｑ：カード交付までの期間はどのぐらいかかりますか？

Ａ：約１カ月ぐらいです。交付を受ける時は、町から

　　郵送で届く交付通知書兼照会書と、本人が確認で

　　きるものをお持ちください。（本人が確認できるも

　　のについては、申請時に詳しくご説明します。）

【住民票の写しの広域交付】
　全国どこの市町村でも自分の住民票の写しが取れる

ようになります。（白鷹町民が白鷹町役場で住民票を請

求する場合は今までと同じです。）

Ｑ：それには何が必要ですか？

Ａ：以下のいずれかを窓口に提示してください。

　　○住民基本台帳カード

　　○旅券（パスポート）、運転免許証

　　○その他官公署が発行した免許証、許可書または

　　　資格証明書など（本人の写真が貼付されている

　　　もの）

Ｑ：だれのものがとれますか？

Ａ：請求者本人、または同一の世帯に属する人の住民

　　票が取れます（委任は認められません。）

【転入転出の簡素化】
　住民基本台帳カードの交付を受けている人は、一定

の事項を記入した転出届を現在の住所地に郵送で行い

（付記転出届）、住民基本台帳カードを引越先の市区町

村の窓口で提示して転入届を行うことにより、引越の

場合に窓口に行くのが転入時の１回だけで済むように

なります。

Ｑ：このサービスは誰が利用できますか？

Ａ：住民基本台帳カードの交付を受けている人と、そ

　　の世帯員に限ります。　

Ｑ：届出はどうすればいいですか？

Ａ：お問い合わせいただければ「付記転出届書」をお

　　送りします。また、町のホームページからもダウ

　　ンロードできます。この届出書に必要事項を書い

　　て、役場に郵送してください。

※国民健康保険、国民年金、介護保険、児童手当、税

　関係等で別途来庁していただく場合があります。

　住民基本台帳ネットワークシステム（住基ネット）は昨年８月５日から施行され、行政機関への本人確認情報の

提供や利用が開始されています。８月25日からは住基ネット２次サービスの開始によって、次のようなサービスが

利用できるようになります。このたびは、下記のＱ＆Ａで具体的にご確認ください。

※詳しい手続きなどはお問い合わせください。■問い合わせ　町民課戸籍年金係（☎85－6129）

住民基本台帳ネットワークシステム第２次サービス開始



❸　 広報しらたか　2003.8.12

第11回東北学生駅伝対校
選手権大会

　地域の皆さんへのお願い

・今後、東北の各大学の陸上部選手が練習のためコースを試走します。駅伝コースは、下図のとおりです。主な交
　差点などにコース案内板を設置します。
・駐車場、トイレ、水などはスポーツ公園内の施設を利用しますが、状況により地域の皆さんにご協力をお願いし
　なければならないこともあります。協力依頼があった場合には、ご支援とご協力をお願いします。
・駅伝コースで、特に選手が右折する交差点や見通しの悪い所では、お互いに十分気をつけて通行しましょう。

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

■日　　時　９月23日（火）　午前８時女子スタート、８時10分男子スタート

■会　　場　白鷹町スポーツ公園及び周辺駅伝コース

■競技方法　男子：駅伝方式（※）８区間

　　　　　　女子：５キロタイムレースによる集計方式（５キロコースを１周）

※本大会は、白鷹町スポーツ公園をスタート・中継所・ゴールとし、周辺の駅伝コース（６㌔・７㌔・８㌔）で周回駅伝
　方式で実施します。周回駅伝方式とは、中継所を１カ所に固定して、区間エントリー選手が指定されたコースを周回し、
　次の選手にタスキを引き継ぐ駅伝方式です。

　長距離選手の育成と白鷹町の活性化を図り、白鷹町を全国にアピールするために、本年度も「東北学生駅伝対校

選手権大会」を開催します。

　地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

9/23（火：秋分の日）
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　　6年　50ｍ　自由形

1　川井　花枝　東根　　37”11
2　安部　瑞穂　鮎貝　　38”38
3　衣袋　　綾　東根　　40”27
　　6年　100ｍ　自由形

1　安部　瑞穂　鮎貝   1’32”89
2　菅原由佳子　荒砥   1’38”65
3　齋藤　彩香　鮎貝   1’43”01
　　6年　50ｍ　平泳ぎ

1　小松志津加　蚕桑　　48”88
2　小川　美優　荒砥　　51”89
3　庄司　琴美　荒砥　　53”62
　　6年　100ｍ　平泳ぎ

1　小松志津加　蚕桑   1’47”90
2　安部奈津美　荒砥   1’57”71
3　船山こず瑛　蚕桑   2’00”55
　　6年　50ｍ　バタフライ

1　大貫　郁美　荒砥　　48”09
2　齋藤　真緒　荒砥　　48”58
3　樋口ななえ　鮎貝　　51”17
　　6年　100ｍ　バタフライ

1　樋口ななえ　鮎貝   2’03”70
　　6年　50ｍ　背泳ぎ

1　金田　未来　蚕桑　　51”41
2　佐藤　彩香　東根　　58”07
3　竹田奈穂美　鷹山　　59”18
　　6年　100ｍ　背泳ぎ

1　海老名彩香　鷹山   2’18”06
　　6年　100ｍ　個人メドレー

1　小川　美優　荒砥   1’48”57
2　齋藤　真緒　荒砥   1’52”82
3　長谷部　栞　蚕桑   1’55”23
　　200ｍ　メドレーリレー

1　荒砥小学校　　3’12”60
2　鮎貝小学校　　3’15”70
3　蚕桑小学校　　3’22”40
　　200ｍ　リレー

1　鮎貝小学校　　2’39”20
2　東根小学校　　2’40”90
3　荒砥小学校　　2’43”80

中学校・男子

順位　　氏　　　名　　　タイム

　　50ｍ　自由形

1　小関　　見　東中　　27”55
2　岩崎　翔太　東中　　34”08
3　後藤　尚道　西中　　34”15
　　100ｍ　自由形

1　鈴木　　浩　東中   1’13”62
2　岩崎　翔太　東中   1’14”26
3　青木　大智　東中   1’15”36

　　50ｍ　平泳ぎ

1　小形　峰樹　東中　　34”92
2　片倉　拓朗　西中　　43”98
3　迎田　健太　西中　　49”62
　　100ｍ　平泳ぎ

1　小形　峰樹　東中   1’17”35
　　50ｍ　バタフライ

1　本木　　諒　西中　　38”66
2　青木　大智　東中　　40”84
3　新野　　航　東中　　42”99
　　100ｍ　バタフライ

1　小関　　見　東中   1’04”91
　　50ｍ　背泳ぎ

1　渋谷　竜拓　西中　　37”35
2　紺野　拓海　東中　　41”50
3　鈴木　貴文　東中　　41”83
　　100ｍ　背泳ぎ

1　鈴木　　浩　東中   1’23”63
2　竹田　拳稀　東中   1’42”92
　　100ｍ　個人メドレー

1　鈴木　貴文　東中   1’26”72
2　土屋勇志郎　西中   1’36”18
3　佐藤　大地　西中   1’40”12
　　200ｍ　メドレーリレー

1　東中学校　　　2’19”00
2　東中学校　　　2’44”20
3　西中学校　　　2’48”30
　　200ｍ　リレー

1　東中学校　　　2’05”30
2　東中学校　　　2’23”10
3　西中学校　　　2’33”80

中学校・女子

順位　　氏　　　名　　　タイム

　　50ｍ　自由形

1　小口　　歩　西中　　37”09
2　梅津香奈恵　西中　　37”22
3　小形　結花　東中　　38”13
　　100ｍ　自由形

1　小口　　歩　西中   1’25”37
2　川部沙耶香　東中   1’29”99
3　大木　聡子　東中   1’34”00

　　50ｍ　平泳ぎ

1　中川　幸恵　西中　　45”93
2　中川　瑞穂　西中　　51”83
3　樋口　江梨　西中　　54”84
　　100ｍ　平泳ぎ

1　中川　瑞穂　西中   2’03”63
　　50ｍ　バタフライ

1　土屋　晴加　西中　　45”08
2　小形　結花　東中　　46”15
3　中川　葉月　西中　　47”86
　　100ｍ　バタフライ

1　稲葉美由希　西中   1’49”56
　　50ｍ　背泳ぎ

1　中村　麻耶　西中　　45”76
2　町田　昭恵　西中　　50”87
3　齋藤　愛美　東中   1’01”32
　　100ｍ　個人メドレー

1　川部沙耶香　東中   1’45”03
　　200ｍ　メドレーリレー

1　西中学校　　　3’01”50
2　西中学校　　　3’09”50
3　西中学校　　　3’09”70
　　200ｍリレー

1　西中学校　　　2’33”40
2　西中学校　　　2’36”90
3　西中学校　　　2’49”90

高等学校・男子

順位　　氏　　　名　　　タイム

　　50ｍ　バタフライ

1　鈴木　達弥　長井工高      31”55
　　50ｍ　自由形

1　鈴木　達弥　長井工高      29”34
2　小形　匠善　長井工高      30”42
　　100ｍ　背泳ぎ

1　小形　匠善　長井工高  1’12”53



小学校・男子

順位 氏　　　名　　　タイム

　　3年　50ｍ　自由形 
1　児玉　聡太　蚕桑　　52”47
2　安達　信幸　荒砥　　53”98
3　漆山　健太　荒砥　　55”29
　　3年　50ｍ　背泳ぎ

1　清野　智貴　荒砥   1’13”80
2　漆山　健太　荒砥   1’14”32
3　高橋　祐太　東根   1’15”28
　　4年　50ｍ　自由形

1　澤浦　将光　荒砥　　41”57
2　岩崎　　翔　荒砥　　48”28
3　田苗　真悟　蚕桑　　48”33
　　4年　50ｍ　平泳ぎ

1　澤浦　将光　荒砥　　52”54
2　大滝　雄介　荒砥　　55”19
3　新宮　大史　荒砥　　58”62
　　4年　50ｍ　バタフライ

1　高橋　健太　蚕桑   1’17”08
　　5年　50ｍ　自由形

1　児玉真乃介　蚕桑　　36”14
2　竹田　琢也　鮎貝　　39”05
3　松木　光寿　荒砥　　39”29
　　5年　100ｍ　自由形

1　樋口　大樹　鮎貝   1’37”65
2　大木　大樹　中山   1’44”78
3　笹原　勇二　東根   2’03”65
　　5年　50ｍ　平泳ぎ

1　菊地　政孝　東根　　47”95
2　吉村　亮祐　蚕桑　　50”59
3　松木　光寿　荒砥　　53”37

７/31　稲荷ヶ丘町民プール（○新は大会新記録）（各３位まで掲載）

　　5年　50ｍ　バタフライ

1　小口　真典　鮎貝　　49”14
2　五十峯豪士　荒砥　　53”63
3　衣袋　和樹　東根　　57”77
　　5年　100ｍ　個人メドレー

1　児玉真乃介　蚕桑   1’39”59
2　小口　真典　鮎貝   1’53”15
　　6年　50ｍ　自由形

1　工藤　貴徳　東根　　36”70
2　安孫子翔太　蚕桑　　39”00
3　田中　忠弘　東根　　40”87
　　6年　100ｍ　自由形

1　安孫子翔太　蚕桑   1’24”53
2　五十嵐隆泰　荒砥   1’33”28
3　新野太久磨　東根   1’37”16
　　6年　50ｍ　平泳ぎ

1　丸川裕太郎　蚕桑　　47”81
2　新野　孝幸　東根　　52”27
3　清野　正治　鷹山　　55”32
　　6年　100ｍ　平泳ぎ

1　丸川裕太郎　蚕桑   1’43”96
2　鈴木　脩平　鷹山   2’01”30
3　清野　正治　鷹山   2’02”35
　　6年　50ｍ　バタフライ

1　梅津　陽太　東根　　46”32
2　岩崎　裕太　荒砥　　54”87
3　渡辺　　輝　鮎貝   1’04”76
　　6年　100ｍ　個人メドレー

1　工藤　貴徳　東根   1’32”40
2　梅津　陽太　東根   1’44”98
　　200ｍ　メドレーリレー

1　蚕桑小学校　　2’55”50
2　東根小学校　　2’59”10
3　荒砥小学校　　3’21”00

　　200ｍ　リレー

1　蚕桑小学校　　2’39”60
2　荒砥小学校　　2’44”20
3　鮎貝小学校　　2’49”00

小学校・女子

順位　　氏　　　名　　　タイム

　　3年　50ｍ　自由形

1　佐藤　芳美　中山　　55”00
2　舩山　里穂　東根　　57”67
3　吉田　加奈　東根　　58”21
　　3年　50ｍ　背泳ぎ

1　佐藤　優香　東根   1’09”43
2　舩山　里穂　東根   1’10”85
3　佐藤　真帆　鮎貝   1’12”79
　　4年　50ｍ　自由形

1　梅津　亜紀　東根　　46”04
2　佐藤　花帆　荒砥　　46”88
3　小形　聡美　荒砥　　47”28
　　4年　50ｍ　平泳ぎ

1　梅津　亜紀　東根   1’00”80
2　安部珠央莉　荒砥   1’02”02
3　神居　幸恵　鮎貝   1’02”14
　　4年　50ｍ　背泳ぎ

1　菅間　美紅　東根   1’02”01
2　奥山　芽衣　荒砥   1’07”67
3　小口　幸恵　蚕桑   1’10”02
　　5年　50ｍ　自由形

1　鈴木　慶子　鮎貝　　35”24
2　海老名　穂　鮎貝　　40”56
3　吉田　詩織　東根　　43”57
　　5年　100ｍ　自由形

1　安部　里香　中山   1’40”14
　　5年　50ｍ　平泳ぎ

1　鈴木　慶子　鮎貝　　48”22
2　吉田有亜紗　荒砥　　52”03
3　新宮　若菜　荒砥　　55”71
　　5年　100ｍ　平泳ぎ

1　吉田有亜紗　荒砥   1’54”87
　　5年　50ｍ　バタフライ

1　海老名　穂　鮎貝　　54”51
2　新野　舞子　東根　　54”89
　　5年　50ｍ　背泳ぎ

1　吉田　詩織　東根　　56”48
2　新野沙也加　荒砥　　57”14
3　菅原　　望　東根   1’00”38

第40回白鷹町小・中学校及び町民水泳大会
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望
�

●

�
答
�
�
�
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１
．
ご
み
、
そ
し
て
大
き
く
は
地

球
環
境
に
つ
い
て
の
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
活
の

利
便
性
が
向
上
し
モ
ノ
は
豊
か
に

な
り
ま
し
た
が
、
昔
は
あ
た
り
ま

え
だ
っ
た
〝
き
れ
い
な
水
〞
や

〝
美
し
い
自
然
〞
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
誰
も
、「
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
や
「
ご
み
を

つ
く
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
結
果
と
し
て
環
境
に
負
荷

を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
問
題
も
含
め
環
境
問
題
は
、「
活

動
す
る
人
」
と
「
影
響
を
受
け
る

人
」
が
別
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

誰
も
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

強
く
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た

め
に
は
、
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）・
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）・
再

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
つ
の

取
り
組
み
（
３
Ｒ
）
が
基
本
と
な

っ
て
お
り
、
ご
み
の
分
別
は
再
利

用
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

同
じ
種
類
の
ご
み
に
区
分
す
る
こ

と
が
よ
り
良
い
再
生
に
つ
な
が
り

ま
す
が
、
現
在
、
町
で
お
願
い
し

て
い
る
資
源
ご
み
は
、
出
し
方
が

複
雑
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
お
お

ま
か
な
分
別
（
混
合
収
集
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
牛
乳
パ
ッ

ク
や
発
泡
ト
レ
イ
の
回
収
は
、
よ

り
良
い
再
生
品
の
原
材
料
に
向
け

る
た
め
に
同
種
の
も
の
だ
け
を
集

め
て
い
る
と
い
う
点
で
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
３
月
、
環
境
施
策

を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
る
た

め
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
よ
り
良
い
環
境

を
保
全
す
る
た
め
の
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係
）

２
．
本
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
62

年
度
よ
り
現
在
に
い
た
る
ま
で
補

助
事
業
等
の
導
入
に
よ
り
松
く
い

虫
の
防
除
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
補
助
事
業
対
象
と
な
り
う

る
地
域
は
保
安
林
等
の
公
益
性
の

高
い
箇
所
、
森
林
公
園
等
の
憩
い

の
場
と
そ
の
周
辺
の
森
林
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域

に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
手
付
か
ず
の

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
の
調
査
で
、
町
全
体
で
は

ア
カ
マ
ツ
林
の
う
ち
４
・
４
％
が

松
く
い
虫
の
被
害
木
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
町

内
の
松
林
の
み
な
ら
ず
公
園
や
文

化
財
等
の
松
ま
で
も
が
全
滅
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
松
く
い
虫
被
害
対
策

会
議
を
設
置
し
、
森
林
及
び
公
共

施
設
、
公
園
な
ど
の
保
全
す
べ
き

松
及
び
松
林
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
調
査
検
討
が
済
み
次
第
、

そ
の
他
の
森
林
や
地
域
の
貴
重
な

松
も
含
め
て
町
民
の
か
た
の
知
恵

や
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
町

内
の
松
を
守
る
方
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
協

力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
農
林
課
み
ど
り
の
郷
推
進
係
）

３
．
荒
砥
駅
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
い
つ
も
照
明
を
つ
け
て
お
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

つ
け
忘
れ
や
電
球
が
切
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
づ

き
の
際
は
お
手
数
で
す
が
駅
員
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

障
害
者
用
の
ト
イ
レ
も
あ
り
、
そ

ち
ら
は
自
動
で
照
明
が
つ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や
ホ

ー
ム
ま
で
段
差
を
な
く
し
て
い
ま

す
の
で
、
車
い
す
の
か
た
で
も
ご

利
用
い
た
だ
き
や
す
い
駅
舎
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
か
た

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
推
進
係
）

広報直通便から

皆さんから届いた

ご意見・ご質問をご紹介します。
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１
．
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
６

条
の
規
程
に
よ
り
、
平
成
13
年
４

月
か
ら
原
則
と
し
て
１
人
１
枚
の

カ
ー
ド
様
式
と
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
保
険
証

の
更
新
時
期
、
国
保
財
政
な
ど
を

考
慮
し
て
、
当
分
の
間
は
今
ま
で

ど
お
り
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
に
お
い
て
は
、
発
行
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

や
国
保
財
政
の
事
情
な
ど
に
よ
り
、

従
来
の
様
式
に
よ
り
発
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
カ
ー
ド
化
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
化
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
紙
な
ど
、
機
能
や
材
質
を

ど
う
す
る
か
、
さ
ら
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
や
機

器
の
導
入
と
い
っ
た
新
た
な
経
費

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
及
び
周
辺
機
器
の
更

新
時
期
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（町

民
課
国
保
医
療
係
）

２
．
本
町
に
お
い
て
は
、「
白
鷹

町
区
長
及
び
町
内
長
設
置
規
則
」

（
昭
和
31
年
制
定
）
に
基
づ
き
、

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、
26
の

区
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

区
長
、
副
区
長
に
は
区
域
住
民
の

自
治
活
動
の
指
導
誘
え
き
に
関
す

る
事
項
を
は
じ
め
、
８
項
目
に
わ

た
る
事
務
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
質
問
に
つ
い
て
で
す

が
、
１
点
目
の
区
長
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
区
域
及
び
町
内
の
住
民

か
ら
推
さ
れ
た
者
に
対
し
町
長
が

委
嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

推
薦
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
区
の

歴
史
や
事
情
も
あ
り
、
そ
の
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
な
よ
う
で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
最
終
的
に
は
、
区

民
総
会
や
代
議
制
に
よ
る
総
会
な

ど
で
承
認
を
得
た
う
え
で
、
町
長

に
推
薦
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

２
点
目
の
町
政
へ
の
区
民
の
声

の
反
映
に
つ
い
て
で
す
が
、
区
長

に
は
区
域
内
生
活
基
盤
の
整
備
な

ど
の
要
望
を
い
た
だ
く
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
を
定
め
る
重
要
案
件
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

必
要
に
よ
っ
て
は
町
民
の
意
見
を

直
接
い
た
だ
く
た
め
の
座
談
会
開

催
な
ど
の
お
骨
折
り
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
町
民
の
声
を
町
政
に

届
け
て
い
た
だ
く
大
切
な
仕
事
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
の
区
費
の
件
で
す
が
、

区
域
内
の
人
口
や
、
ど
の
範
囲
ま

で
区
費
で
徴
収
し
、
そ
の
ほ
か
は

別
に
徴
収
す
る
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
に
よ
っ
て
事
情
が
あ
り
ま

す
の
で
、
額
は
違
う
よ
う
で
す
。

　

行
政
事
務
を
円
滑
に
し
、
町
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、

区
、
町
内
を
設
置
し
、
区
長
、
町

内
長
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

は
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
区
、
町
内
制
度
を
さ
ら

に
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

（
総
務
課
庶
務
係
）

特
別
行
政
職
�
報
酬
�
�
�
�

�

特
別
行
政
職
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
職
種
�

報
酬
額
�
公
開
�
�
�
�
�
�
�

�
区
長
�
教
育
委
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�
人
権
擁
護

委
員
�
地
区
公
民
館
長
�
民
生
児

童
委
員
�
農
業
委
員
�
�
�
�
�

菅
原
文
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�
�
�
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藤
�

●

�
答
�
�
�
�

　

特
別
行
政
職
の
報
酬
額
に
つ
い

て
は
、「
白
鷹
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
一
部
ご
紹

介
し
ま
す
。（
左
記
の
表
参
照
）
ご

紹
介
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

役
場
総
務
課
、
町
立
図
書
館
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。（

総
務
課
庶
務
係
）

白鷹町特別職の職員の給与（一部）

職名
報酬額
（年額）

農業委員会

会長 280,000

会長代理 240,000

委員 210,000

教育委員会
委員長 280,000

委員 210,000

公民館

地区館長 165,000

分館長 34,000

書記 22,000

中央公民館長 180,000

区長
基本額 130,000

戸数割額 650

副区長 18,000

町内長
基本額 19,300

戸数割額 860



本
町
出
身
�
洋
画
家

梅
津
五
郎
�
�
逝
去

　７月28日、浅立出身で洋画家の梅津五郎
さんがご逝去なされました。
　昭和21年の日展初入選以来洋画界で活躍
なされ、東光会理事長、日展参与などを歴
任されました。83歳でした。この春、100点
を超える絵画を町に寄贈されたばかりでし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。

❽

　７月11日、荒砥小学校で自転車安全教室
が開かれました。２年生の児童と保護者54
組が参加し、大型車による巻き込み事故の
防止策を学びました。校庭を交差点に見立
て、長井地区ダンプカー協会の大型トラッ
クが左折する際、歩行者や自転車は、どの
程度離れていれば安全かを実験しました。
大型トラックが自転車を巻き込む瞬間を見
た児童たちはとても驚いた様子でした。 そ
の後、運転席からの死角などを学びました。

巻
�
込
�
事
故
�
気
�
�
�
�
�

荒
砥
小
学
校
�
自
転
車
安
全
教
室

�
�
�
�
語
余
�
�
収
録

鮎
貝
�
歴
史
�
語
�
会
��
�
�
�
�
方
言
��
出
版

　鮎貝の歴史を語る会（御代田寛会長）で
は、方言を1560語余り収録した「おらだの
方言」を出版しました。冊子は、約60ペー
ジで、方言の単語をカタカナで表し、相当
する意味を下段に記しています。60～80代
の会員６人が編集委員となり、去年２月か
ら作業を開始。委員が知っている言葉や、
年配者からの聞き取り調査で方言を集めま
した。１冊1000円で200部を発行しました。

仕
事
�
技
術
�
生
�
�
�

長
井
白
鷹
建
設
組
合
�
奉
仕
活
動

　７月13日、長井白鷹建設組合のメンバー
が白鷹陽光学園と長井市の長井小学校で、
補修などの奉仕活動を行いました。同組合
では毎年、福祉施設などでリフォームなど
に腕を振るっています。今回は約30人が参
加。２班に分かれて作業を進めました。白
鷹陽光学園では、グラウンドに休憩所の建
築と網戸の張替え作業をしました。また、
長井小学校では、木造校舎の渡り廊下の修
繕を行いました。

村
上
惣
一
�
�
�
高
岡
�
�

砂
防
事
業
功
労
者
表
彰
受
賞

　

村
上
さ
ん
は
、
山
形
県
砂
防
協

会
会
員
の
代
表
と
し
て
、
10
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
協
会
の
運
営

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
岡

区
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
砂

防
事
業
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
淵
川
・
黒

沢
川
改
修
工
事
促
進
協
力
会
会
長

及
び
高
岡
区
長
と
し
て
、
砂
防
・

地
す
べ
り
対
策
事
業
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功

績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
全
国
治
水

砂
防
協
会
東
北
地
区
協
議
会
よ
り

砂
防
事
業
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
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８
月
３
日
、
上
山
市
蔵
王
坊
平

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
お

い
て
、
第
６
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
・
第
28
回
蔵
王
坊

平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
、
選
手
23
人
と
ス
タ
ッ
フ
、

保
護
者
で
臨
ん
だ
本
大
会
、
白
鷹

町
チ
ー
ム
は
今
夏
最
高
の
好
天
の

も
と
、
30
数
回
に
及
ぶ
練
習
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
み
ご
と

白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

が
８
位
入
賞
（
県
内
全
44
市
町
村

参
加
44
チ
ー
ム
中
）
と
い
う
好
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蔵
王
坊
平
の
爽
や
か
な
風
を
受
け
、

最
後
ま
で
選
手
一
人
ひ
と
り
が
最

高
の
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
第
５
区
信
夫
香
織
選
手
（
西

中
１
年
）
は
区
間
第
４
位
と
い
う

活
躍
で
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
第
５
区
鈴
木
洸
介
選
手

（
東
中
３
年
）
が
区
間
第
17
位
の

走
り
で
総
合
第
27
位
ま
で
順
位
を

押
し
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
に
出
場
し
た
選
手
も
村
上
奈

央
選
手
、
小
川
桂
子
選
手
（
と
も

に
東
中
３
年
）
が
上
位
に
入
り
、

白
鷹
町
選
手
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
持

て
る
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

応
援
の
人
び
と
も
選
手
と
一
体

感
を
持
て
る
楽
し
さ
、
全
力
プ
レ

イ
の
感
動
を
共
有
し
、
会
場
全
体

が
爽
や
か
な
感
動
に
包
ま
れ
て
い

速
報　

第
６
回
山
形
県
ジ
�
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
28
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
大
会
結
果

豊
�
�
自
然
�
育
�
�
�
山
懐
�
蔵
王
坊
平
�
歓
喜
�
声
�
�
�
�
�
�
�

覇
者
�
�
序
章
�
白
鷹
�
�
�
�
女
子
駅
伝
�
�
�
�
位
入
賞
�

ま
し
た
。

　

今
大
会
ま
で
の
努
力
は
、
今
後

き
っ
と
実
を
結
ぶ
と
き
が
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
会

へ
の
取
組
み
の
中
で
お
互
い
に
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
財
産
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
高

い
目
標
に
向
か
っ
て
進
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
駅
伝
競
走
大
会

▼
男
子　

49
分
34
秒
�
第
27
位
�

１
区　

中
村
邦
裕（
西
中
３
年
）

２
区　

小
口
大
輔（
鮎
貝
小
６
年
） 

３
区　

小
川
直
也（
東
中
１
年
）

４
区　

佐
藤
賢
介（
蚕
桑
小
６
年
） 

５
区　

鈴
木
洸
介（
東
中
３
年
）

▼
女
子　

53
分
21
秒
�
第
８
位
�

１
区　

鈴
木
麻
由
美（
東
中
１
年
）

２
区　

菅
間
優
花（
東
根
小
６
年
） 

３
区　

髙
橋
佑
果（
東
中
１
年
）

４
区　

安
部
瑞
穂（
鮎
貝
小
６
年
） 

５
区　

信
夫
香
織（
西
中
１
年
）

蔵
王
坊
平
�
�
�
�
�
�
�

�
大
会

▼
小
学
生
男
子
２
０
０
０
�

（
完
走
者
１
７
５
人
）

小
関
啓
祐
（
荒
砥
小
６
年
）        

　

８
分
46
秒

梅
津
陽
太
（
東
根
小
６
年
）        

　

８
分
54
秒

後
藤
鷹
也
（
東
根
小
６
年
）  

　

９
分
40
秒

▼
小
学
生
女
子
２
０
０
０
�

（
完
走
者
１
６
７
人
）

西
村　

彩
（
荒
砥
小
６
年
）   

    　

９
分
33
秒

海
老
名
友
香
（
荒
砥
小
６
年
）

　

９
分
48
秒

髙
橋　

彩
（
中
山
小
４
年
）       

　

10
分
03
秒

▼
中
学
生
男
子
３
０
０
０
�

（
完
走
者
２
９
７
人
）

小
口
政
則
（
東
中
３
年
）　

　

  　

12
分
37
秒

丸
川
憲
太
郎
（
西
中
１
年
）　

  　

12
分
50
秒

菅　

聡
志
（
西
中
１
年
）

　

13
分
18
秒

▼
中
学
生
女
子
３
０
０
０
�

（
完
走
者
１
７
７
人
）

村
上
奈
央
（
東
中
３
年
）　

　

12
分
53
秒

小
川
桂
子
（
東
中
３
年
）　

　

12
分
57
秒

梅
津
香
奈
恵
（
西
中
１
年
） 

　

 　

13
分
27
秒

佐
藤
紗
希
（
東
中
１
年
）

　

14
分
25
秒



　

生
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
に
ボ

カ
シ
を
使
っ
た
１
つ
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　

「
ボ
カ
シ
」
は
、「
ボ
カ
シ
肥
」

か
ら
取
っ
た
名
前
で
す
。「
ボ
カ
シ

肥
」
と
は
、
Ｅ
Ｍ
菌
、
糖
蜜
、
油

粕
、
魚
粕
、
米
ぬ
か
な
ど
を
混
合

し
発
酵
さ
せ
た
物
で
、
減
農
薬
や

品
質
向
上
の
力
強
い
助
っ
人
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ボ
カ
シ
肥
」
の
効
果
は
…

１
．
良
質
な
堆
肥
に
な
る

２
．
葉
が
厚
く
な
る

３
．
発
芽
・
開
花
・
結
実
の
促
進

４
．
果
菜
類
な
ど
は
着
果
が
安
定

５
．
病
害
虫
の
被
害
抑
制

　

東
高
玉
に
お
い
て
は
、
生
ご
み

の
減
量
を
図
る
た
め
、
ボ
カ
シ
作

り
を
区
民
に
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
を
と
り
ま
と
め
た

後
準
備
を
し
、
ボ
カ
シ
の
作
り
方
、

10

利
用
の
仕
方
な
ど
の
説
明
を
し
た

後
に
作
業
に
か
か
り
ま
す
。
終
了

後
、
袋
に
分
配
し
、
各
自
で
発
酵

乾
燥
し
で
き
あ
が
り
と
な
り
ま
す
。

ボ
カ
シ
の
一
般
的
な
利
用
方
法
は
、

Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
ま
す
。
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
な
ど
に
ふ
り
か
け

る
と
ウ
ジ
な
ど
が
出
な
い
ほ
か
、

ミ
ミ
ズ
が
た
く
さ
ん
わ
い
て
き
ま

す
。
ま
た
、
畑
の
作
物
に
使
う
と
、

根
こ
ぶ
な
ど
が
つ
か
ず
成
育
に
効

果
が
あ
り
、
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー

の
花
は
長
く
き
れ
い
に
咲
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も

実
施
で
き
ま
す
の
で
、
取
り
組
ん

で
み
た
い
か
た
は
、
役
場
町
民
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
ボ
カ
シ
部

今
野
義
昭

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

皆さん“夏”を楽しんでいますか。暑さが厳しい時
は無理をせずに朝晩の涼しい時間をおすすめしま
す。白鷹の夜景を見ながら家族や仲間と夕涼みウ
ォーキングはいかがでしょうか。

●夜景コース（十王地区）　➡
●宝前町コース（十王地区）→

環
境
�
�
�
�

水分とって脳梗塞予防 !!

　脳卒中の一種の脳梗
こう

塞
そく

は夏にも多く発症します。
汗などで体が水分不足になって、血のかたまりがで
きやすくなったり、血管がつまりやすくなったりす
ることがあるためです。知らず知らずの水分不足が
発症につながります。
＜積極的に水分をとりましょう＞
・のどの渇きを感じたら積極的に水分を取る。

・食事以外にも、寝る前や起きたあとに水分を取る。

・ウォーキングの時は水筒を持っていくなど。　

皆
�
�
�
作
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



龍
門
図
書
館
�
�
�
�
�
�
願
�
�

　

西
高
玉
・
瑞
龍
院
境
内
の
龍
門

図
書
館
の
蔵
書
１
万
５
千
点
の
目

録
が
新
た
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
や
漢
籍
、
歴
史
書
を
中
心
に

貴
重
な
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
受
け
入
れ
態
勢
が
整
う
ま
で

は
、
大
学
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る

研
究
目
的
を
除
き
閲
覧
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
研
修
会
な
ど
で
見
学

を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
教
育
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
龍
門
図
書
館
は
、
昭
和
28
年
に

財
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
同
法
人

が
解
散
し
た
た
め
、
平
成
12
年
に

建
物
ご
と
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
保
護

審
議
会
の
委
員
の
か
た
に
お
願
い

し
、
古
い
台
帳
を
も
と
に
整
理
し

直
し
ま
し
た
。

１
学
期
を
振
り
返
�
て

　

７
月
23
日
か
ら
荒
砥
高
校
は
、

約
１
カ
月
の
夏
休
み
に
入
り
ま
し

た
。
１
学
期
は
「
愛
す
る
荒
高
〜

変
え
て
み
せ
ま
す
荒
高
生
〜
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
体
育

祭
を
成
功
さ
せ
、
最
近
で
は
部
活

動
に
参
加
す
る
生
徒
も
増
え
て
き

て
、
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ

た
学
期
で
し
た
。

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

山
形
大
会

　

７
月
18
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
85

回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
山

形
大
会
で
は
、
開
幕
試
合
で
北
村

山
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
６
対
２
で
荒
砥
高
校
は
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

北
村
山
高
校
の
半
分
の
生
徒
数
の

荒
砥
高
校
で
し
た
が
、
今
回
は
野

球
部
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
ム
ー

ド
が
高
ま
り
、
試
合
中
の
応
援
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
声
を
張
り
上
げ
精

一
杯
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
、
選

手
・
応
援
を
す
る
側
の
生
徒
に
と

っ
て
も
団
結
力
の
み
ら
れ
る
と
て

も
よ
い
試
合
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

荒
高
祭

　

２
学
期
に
入
る
と
、
い
よ
い
よ

10
月
24
、
25
日
に
荒
高
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
着
々
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
変
わ
っ
て
い
く
荒

砥
高
校
生
を
地
域
の
か
た
が
た
に

見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
文
化
祭
を

つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
22
日
よ
り
、
荒
砥
駅
に
展

示
し
て
あ
る
美
術
部
の
作
品
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
荒
砥
駅
を
ご

利
用
の
際
に
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

11　 広報しらたか　2003.8.12

龍門図書館　図書分類

１類 仏教・宗教・哲学・倫理・易占
論語などは本の構成、内容により２、３類に入るものもあります。

4,753冊

２類 社会科学（教育・民俗・政治・経済・法律・社会学・国防・人口）
内容が漢文体であっても、教科書用に編集されているものは教育に入れてあります。

943冊

３類 漢文・経（五経・十三経・四書）
漢文体で日本語の解説のついていないもの、漢文体の中国の歴史書もここに入れてありま
す。「経」でも教科書用に編集されているものは２類の教育に入れてあります。

2,390冊

４類 文学（古典・近世・近代・現代）
「古典文庫」はセットとして扱い、歴史的な内容のものも入ります。

2,577冊

５類 歴史・伝記・地理・地誌・紀行・海洋 2,485冊

６類 芸術・岩波写真文庫 262冊

７類 自然科学（数学・暦学・人類学・医学※類経） 156冊

８類 産業・技術・農業・工業他 106冊

９類 法帖 122冊

10類 画帖 35冊

11類 総記・言語・辞書・年鑑
群書類従、中国の古辞書類、韻鏡、仏教辞典

747冊

12類 朝鮮版 12冊

13類 雑書
１類の月刊誌類の一部がここに入っています。

488冊

（合計15,076冊）
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●防災シリーズ４　そのときどうする !?

■問い合わせ　消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜熱中症＞
熱中症とは、体の中と外の“あつさ”によって引き起こされるさまざまな体の不調です。
主に次のようなものがあります。
　①熱波により高齢者に起こるもの　　③暑熱環境での労働で起こるもの
　②幼児に高温環境で起こるもの　　　④スポーツ活動中に起こるもの

　熱中症というと、“暑い環境で起こるもの”という概念があるかと思われますが、寒い環境でも発生しうるもので、
例えばスポーツ中においては、体内の筋肉から大量の熱を発生することや、脱水などの影響により起こることもあ
ります。

症状 

軽度⇒　手足や腹筋などに痛みを伴ったけいれんがみられる。数秒間程度の失神がある。

中度⇒　めまい感・疲労感・虚脱感・頭痛・失神・吐き気・嘔
おう

吐
と

などのいくつかの症状が重なり合って起こる。

重度⇒　意識障害・おかしな言動や行動・過呼吸・ショック症状などが中度の症状に重なり合って起こる。

応急処置

①涼しい場所に運び、衣服をゆるめて楽にさせます。

②体温が高いときには、冷たいタオルなどで全身を拭いたり、氷枕や氷のうで首・わきの

下・股関節付近を冷やして体温を下げます。

③それでも熱が下がらないときには、体を大きめのタオルなどで覆い最初はぬるい水を、

徐々に温度を下げた水を足の方からかけて体温を下げていきます。

④飲水できる場合は薄い食塩水（ないときはスポーツドリンクなど塩分等の電解質が入っ

ているもの）をゆっくり少しずつ飲ませます。

注 ： アルコール類・コーヒー・お茶は飲ませないでください。

熱中症の予防

①暑いときは無理な運動をしないこと。

②夏の始めの急な暑さは要注意です。徐々に体を慣らしましょう。

③暑いときの運動・作業時は、こまめに水分と塩分を補給しましょう。

④体調管理を行い、不調のときは過度な運動をしないこと。

＊部活動やクラブチームなど集団での活動の場合、強制的に水分補給ができる時間を設ける“強制飲水”という方
　法をおすすめします。

冷やす箇所

すぐ
避難
！

●危険を感じたら早めに学校や公民館などの避難場所へ

避難しましょう！

●山崩れの恐れがある地区では、

　テレビなどの気象情報に注意しましょう。

すぐ
通報
！

●災害が起こったら、すぐ110番か119番へ！

危険
！

●危険な場所には近づかないようにしてください！

自然災害の危険信号をキャッチしたら
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白鷹ニュータウン
�
�
�
�
�
�
�

残
�
�
区
画
�

�
�
�
�
�
�

　

区
画
を
造
成
し
、
分
譲
し
て
お

り
ま
す
十
王
地
区
「
白
鷹
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
」
は
、
快
適
な
住
環
境
、

坪
４
万
５
０
０
０
円
台
か
ら
、
と

い
う
お
買
い
得
な
分
譲
価
格
に
よ

り
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、

４
区
画
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

先
着
順
で
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
盆

で
帰
省
中
の
ご
親
せ
き
に
も
ぜ
ひ

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

�
分
譲
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
十
王
字

宝
前
町
三
�
地
目
�
宅
地
�
区
域

�
都
市
計
画
区
域
内
�
学
区
�
町

立
荒
砥
小
学
校
�
町
立
東
中
学
校

�
水
道
�
町
水
道
各
区
画
�
配
管

済
�
加
入
金
�
自
己
負
担
�
�
排

水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益
者
負

担
金
不
要
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
自
己
負
担
�
�
電
気
�
引

込
線
�
自
己
負
担
�
�
�
�
�
�

�
�
共
同
受
信
�
�
�
�
�
加
入

�
加
入
金
�
管
理
費
�
�
�
衛
星

放
送
�
�
�
�
交
通
�
山
形
市
�

�
車
25
分
�
�
�
40
分
�
東
京
駅

�
�
赤
湯
駅
�
�
�
�
�
長
井
線

荒
砥
駅
�
�
車
�
約
�
分

�
各
区
画
�
価
格

�
番
�
�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
�
�
�
�
66
�
�

�
番
�
�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
�
�
�
�
75
�
�

13
番
�
�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
�
�
�
�
12
�
�

14
番
�
�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
�
�
�
�
09
�
�

�
下
図
�
�
参
照
�
�
�
�
�

分譲地見取図

お
問
合
せ
は
�

白
鷹
町
土
地
開
発
公
社

（
役
場
企
画
課
内
）
ま
で

☎
85

－

６
１
２
３



 

山
辺
町
�
文
化
財
�
訪
�
�

▼
い
つ　

９
月
４
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
役
場
集
合

▼
講
師　

佐
藤
継
雄
さ
ん
（
山
辺

町
史
編
さ
ん
専
門
員
）

▼
定
員　

25
人
（
申
し
込
み
順
。

定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
。）

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円

▼
コ
ー
ス　

山
辺
町
役
場
、
山
野

辺
城
跡
、
山
野
辺
陣
屋
跡
ほ
か

▼
申
込
し
め
き
り　

８
月
20
日

（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

�
白
鷹
都
市
計
画
区
域
�
�
� 

 

�
�
�
�
�
�
説
明
会
�

 

開
催
�
�
�

　

県
で
は
現
在
、
白
鷹
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
26
日
（
火
）
午
後

６
時
30
分
〜
８
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・

２
研
修
室
（
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
都

市
計
画
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

ま
た
は
県
西
置
賜
道
路
計
画
課
都

市
計
画
係
（
☎
88

－

５
１
１
１
内

線
３
３
５
）

 

�
�
�
�
�
食
�
�
�
�

 

戦
争
体
験
�
聞
�
平
和
�

 

語
�
合
�
集
�

　

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
か
た
と
、

旧
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
か
た
を
囲
ん
で
、
参
加
者
と
車

座
に
な
っ
て
平
和
の
こ
と
、
戦
争

の
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。

お
昼
は
、
お
に
ぎ
り
、
す
い
と
ん

汁
な
ど
を
用
意
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
会
費　

３
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

▼
主
催　

新
日
本
婦
人
の
会
白
鷹

こ
ご
み
班

■
問
い
合
わ
せ　

横
山
（
☎
85

－

５
４
２
２
）

 

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
�
�
�

 

会
�
職
員
�
募
集
�
�
�

▼
職
種　

一
般
職
員
（
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
支
援
業
務
全
般
）

▼
採
用
人
員　

１
人

▼
受
験
資
格　

高
校
卒
業
以
上
で
、

昭
和
37
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
証
を
有
す
る
か
た

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
12
日

 

�
�
�
�
力
�
待
�
�
�
�

平
成
16
年
度
採
用

●
第
１
次
試
験
日　

11
月
16
日
（
日
）

●
試
験
会
場　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階　

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

●
受
付
期
間  

　

９
月
10
日
（
水
）
〜
10
月
15
日
（
水
）

●
試
験
内
容  

　

第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
・
作
文
試
験
・
適
性
検
査

　

第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

●
提
出
書
類  

　

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　

（
申
込
書
は
、
役
場
２
階
の
総
務
課
庶
務
係
に
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
ヨ
コ
３
㌢
×
タ
テ
４

　

㌢
・
無
帽
・
上
半
身
・
正
面
）

＊
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
10
月
15
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

■
応
募
と
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
係
（
☎
85

－

６
１
２
０
）

看
護
師

�
�
名
�

理
学
療
法
士

�
�
名
�

募
集
職
種
�

人
数

昭
和
50
年
�
月
�
日
�
�
昭
和
59
年
�
月
�
日
�
�
�

生
�
れ
�
�
�
�
�
看
護
師
�
資
格
�
有
�
�
�
�

�
来
春
取
得
見
込
�
�
�
�

昭
和
52
年
�
月
�
日
�
�
昭
和
58
年
�
月
�
日
�
�
�

生
�
れ
�
�
�
�
�
理
学
療
法
士
�
資
格
�
有
�
�

�
�
�
来
春
取
得
見
込
�
�
�
�

受�

験�

資�

格

白
鷹
町
職
員
�
募
集
�
�
�

14



佳
作　

う
っ
ぷ
ん
を
小
石
に
乗
せ
て
蹴
り
上
げ
る　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

村
お
こ
し
一
ト
役
買
っ
て
石
の
臼う
す　

　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

石せ
き
ひ
つ筆
で
孝
行
の
字
を
書
い
た
頃　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

往
年
の
ロ
マ
ン
を
語
る
つ
ぶ
て
石　
　
　
　

黒　

鴨　

斉
藤　

巳
蔵

　

〃　

戦
後
な
お
固
執
と
け
な
い
石
頭　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

巣
立
つ
子
の
石
橋
た
た
く
親
ご
こ
ろ　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

石
仏
を
次
つ
ぎ
撫な

で
る
ハ
イ
キ
ン
グ　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

石
の
よ
う
な
人
と
暮
ら
し
て
五
十
年　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

ふ
と
こ
ろ
手
躓
つ
ま
ず

く
石
を
避
け
き
れ
ず　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

踏
ま
れ
て
る
路
傍
の
石
も
夢
が
あ
る　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

躓
い
た
石
か
ら
齢
を
教
え
ら
れ　
　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

ベ
ッ
カ
ム
に
憧
れ
子
ら
が
石
を
蹴
る　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

秀
逸　

旅
ご
こ
ろ
他
国
の
雨
の
石
畳　
　
　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

砂
利
石
に
座
っ
て
泣
い
た
八
・
一
五　
　
　

 

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

飄ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々

と
小
石
の
ま
ま
で
苔こ
け

む
し
て　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

石
の
よ
う
頑
固
な
と
こ
が
父
ゆ
ず
り　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

母
は
ま
だ
達
者
漬
物
石
持
て
る　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

賽さ
い

の
河
原
で
あ
な
た
と
同
じ
石
探
す　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

石
に
名
を
刻
み
放
浪
記
を
閉
じ
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

漬
け
も
の
の
石
が
昨
年
よ
り
重
い　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

廃
村
の
道　

石
仏
が
笑
み
給た
ま

う　
　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

　

〃　

躓
い
た
石
の
数
だ
け
深
く
生
き　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

五
客　

石
段
が
ま
だ
続
い
て
る
老
い
の
息　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

木
石
に
あ
ら
ず
頑
固
の
艶つ
や

話　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

末
席
の
石
が
核
心
ぼ
そ
り
言
う　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

宝
石
に
勝
る
き
れ
い
な
光
る
汗　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

石
頭
だ
け
ど
正
論
ゆ
る
ぎ
な
い　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

人
位　

雲
流
れ　

苔
む
し
て
い
る
句
碑
一
つ　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

地
位　

名
工
の
汗
を
砥
石
が
知
っ
て
い
る　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

天
位　

石
段
の
一
つ
ひ
と
つ
に
あ
る
悟
り　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

軸　
　

番
犬
に
吠
え
ら
れ
帰
る
石
の
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　

「
親
」
八
月
末
日
ま
で　

「
曲
が
る
」
九
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

石　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

（
火
）
〜
25
日
（
月
）

▼
試
験
の
内
容

・
第
１
次　

書
類
選
考

・
第
２
次　

作
文
、
面
接

▼
試
験
日　

９
月
７
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

こ
ぶ
し
の
家

▼
採
用
年
月
日　

平
成
15
年
10
月

１
日

＊
受
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
白

鷹
こ
ぶ
し
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
法
人
白
鷹
こ
ぶ
し
会
事
務
局

（
こ
ぶ
し
の
家
内
・
☎
85

－

５
６

６
０
）

 

平
成
15
年
度
第
�
回

 

�
�
�
�
�
農
業
�
担
�

 

人
材
育
成
研
修
会

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

む
つ
み
荘（
南
陽
市
）

▼
内
容　

①
講
演
「
生
産
者
の
思
い
を
ぎ
っ

し
り
詰
め
た
直
売
活
動
」

　

講
師　

堀
周
子
さ
ん
（
指
導
農

業
士
）

②
講
演
「
消
費
者
と
生
産
者
を
結

ん
だ
園
芸
作
物
の
生
産
振
興
と
販

売
戦
略
」

　

講
師　

黒
澤
賢
治
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

高
崎
ハ
ム
理
事
・
販
売
本
部
長
）

③
意
見
交
換
会

▼
対
象
者　

新
規
就
農
者
、
園
芸

作
物
及
び
果
樹
生
産
者
及
び
関
係

す
る
生
産
者
、
消
費
者
、
関
係
機

関
な
ど

▼
申
込
し
め
き
り　

８
月
19
日

（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
産
業
経
済
部
農
業
普
及
課

（
☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１
）

 

親
子
稲
刈
�
体
験
�
�
�

　

稲
刈
り
の
体
験
や
米
生
産
者
と

の
交
流
、
農
業
施
設
の
見
学
を
し

ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
27
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
赤
湯
駅
集
合
（
荒
砥
駅

集
合
で
も
可
）

▼
ど
こ
で　

深
山
地
区
内

▼
参
加
費　

１
人
１
５
０
０
円

▼
募
集
人
数　

親
子
で
10
組
（
先

着
順
）

▼
電
話
受
付　

８
月
18
日（
月
）〜

＊
後
日
、
参
加
者
全
員
に
新
米
３

㌔
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
産
振
興
係
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
２
）

 

農
業
委
員
会
�
�
�
�
知
�
�

　

８
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
８

月
25
日
（
月
）
で
す
。

＊
農
地
の
競
売
に
参
加
さ
れ
る
か

た
は
、
総
会
で
証
明
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
総
会
前
に
で
き

る
だ
け
早
く
証
明
願
い
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
農

政
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２
８
）

 

山
形
空
港
�
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
20
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
空
港（
東
根
市
）

▼
募
集
内
容

①
管
制
塔
見
学（
抽
選
）　

親
子
30

組（
親
１
人
に
子
ど
も
３
人
ま
で
）

②
小
学
生
写
生
大
会
（
先
着
順
）

　

小
学
生
１
５
０
人

▼
申
込
方
法　

い
ず
れ
も
往
復
は

が
き
に
、
希
望
す
る
イ
ベ
ン
ト
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
ま
た
は
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

９
月
８
日（
月
）必

着＊
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
な
ど
の
見

学
は
、
当
日
参
加
で
き
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

０

－

８
５
７
０
山
形
市
松
波
２

－

８

－

１　

山
形
県
交
通
企
画
室

「
空
の
日
イ
ベ
ン
ト
係
」（
☎
０
２

３

－

６
３
０

－

３
０
１
７
）
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あゆかい保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

目薬みたい

散歩の途中で雨がポツリポツリ降っ

てきました。空を見上げたＴ君

Ｔ君「せんせい、雨って目薬みたい

　　　だね」

せんせいも空を見上げて

せんせい「ほんとだ。目薬みたいだね」

歯の指輪

せんせいが歯にブリッジをしている

のを見て

Ａ君「せんせい、歯さもゆびわ
3 3 3

しっ

　　　たなが」

せんせい「・・・えー！」

口をすぼめて「ウフフフフフ」

 

�
�
�
�
縄
文
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

県
立
う
き
た
む
風
土

記
の
丘
考
古
資
料
館
（
高
畠
町
）

▼
内
容　

縄
文
体
験
（
ま
が
玉
づ

く
り
、
弓
矢
づ
く
り
、
魚
つ
り
な

ど
）、縄
文
食
つ
く
り
体
験
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
う
き
た
む

風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
（
☎
０

２
３
８

－

52

－

２
５
８
５
）

�
障
害
者
�
�
�
番
�

 

愛
称
募
集

　

障
害
を
持
つ
か
た
の
困
り
事
や

悩
み
事
の
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
る
「
障
害
者
１
１
０
番
」

で
す
が
、
こ
の
た
び
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
窓
口
を
目
指
し
、
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

は
が
き
に
愛
称
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

９
月
30
日
（
火
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

山
形

市
大
字
大
森
３
８
５　

山
形
県
身

体
障
害
者
福
祉
会
館
内
「
障
害
者

１
１
０
番
」
係
（
☎
０
２
３

－

６

８
７

－

５
３
３
３
）

「
障
害
者
１
１
０
番
」
の
ご
紹
介

▼
対
象　

心
や
身
体
に
障
害
を
持

つ
か
た
、
そ
の
家
族
や
関
係
者

▼
相
談
方
法　

電
話
、
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
ご
相
談
や
、
事
前
に
予

約
い
た
だ
け
れ
ば
来
所
で
の
相
談

も
可
。

▼
直
通
電
話　

☎
０
２
３

－
６
８

７

－

５
３
３
３

▼
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
、
第

３
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
第
３
土
曜
日
の
翌
週
月
曜
日

は
定
休
日
）

▼
相
談
費
用　

無
料

�
心
�
輪
�
広
�
�
体
験
作
文
�

 

並
�
��
障
害
者
�
日
�
�
�

 

�
�
�
募
集

　

障
害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
つ
づ
っ
た

作
文
、
並
び
に
障
害
者
の
日
（
12

月
９
日
）
を
広
く
国
民
に
周
知
す

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

▼
作
文　

小
学
生
部
門
、
中
学
生

部
門
、
高
校
生
・
一
般
部
門

▼
ポ
ス
タ
ー　

小
学
生
部
門
、
中

学
生
部
門

▼
募
集
期
間　

９
月
５
日
（
金
）

ま
で

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

山
形

県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
身
体

障
害
福
祉
係
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
２
４
０
）

 

�
�
�
�
�
�
�
食
中
毒
�

 

多
発
�
�
�
�
�

 

井
戸
水
�
飲
用
�
�
�
�
�

 

�
�
�

　

７
月
に
入
り
、
県
内
の
各
地
区

で
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
患
者
さ
ん
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

大
雨
な
ど
の
影
響
で
、
井
戸
水

な
ど
に
も
雑
菌
が
混
入
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
最
近
の
井

戸
水
検
査
で
も
大
腸
菌
群
の
検
出

が
目
立
ち
ま
す
。
飲
用
に
は
水
道

水
を
利
用
し
、
健
康
管
理
に
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｏ
１
５
７
は
病
原
性
大
腸
菌
の

一
つ
で
す
。
広
く
自
然
界
に
存
在

し
て
お
り
、
動
物
の
ふ
ん
便
や
井

戸
水
の
使
用
を
通
し
て
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
病
す
る

と
腹
痛
や
下
痢
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
お
こ
り
、
血
便
が
で
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
や
お
年
寄

り
は
重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

▼
予
防
方
法

・
食
品
は
十
分
加
熱
調
理
す
る
。

（
中
心
温
度
75
℃
以
上
で
１
分
以
上
）

・
手
洗
い
を
十
分
行
い
、
調
理
器

具
も
よ
く
洗
う
。

・
井
戸
水
な
ど
の
生
水
は
、
塩
素

滅
菌
ま
た
は
煮
沸
し
て
か
ら
飲
用

す
る
。

・
井
戸
水
の
水
質
検
査
を
定
期
的

に
行
う
。

・
二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
腹
痛

や
下
痢
な
ど
の
症
状
が
出
た
と
き

は
早
め
に
受
診
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
生

活
衛
生
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
８
７
３
）

 

長
井
西
置
賜
地
区
休
日
診
療 

 

所
�
�
存
知
�
�
�

　

夏
休
み
、
子
ど
も
さ
ん
の
け
が

や
急
な
発
熱
な
ど
、
医
療
機
関
に

か
か
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

日
曜
・
祝
日
に
医
療
機
関
に
か
か

る
必
要
が
で
た
場
合
、
長
井
西
置

賜
地
区
休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
診
療
日　

毎
週
日
曜
日
、
祝
日

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
30

分＊
受
診
の
際
は
保
険
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
電
話
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
西
置
賜
地

区
休
日
診
療
所
（
☎
84

－

５
７
９

９
）

 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
�

 

更
新
手
続
�
�
�
�
�

　

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
９
月

16
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30
日
ま
で
の
有
効
期
限
で
す
。
継

続
し
て
医
療
受
給
制
度
を
受
け
る

場
合
に
は
、
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

▼
提
出
期
限　

８
月
29
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地

域
保
健
予
防
課
保
健
支
援
係
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５
）

 

平
成
15
年
度
下
半
期
民
間
国

 

際
交
流
団
体
活
動
推
進
支
援

 

助
成
事
業
�
募
集
�
�
�
�

　

山
形
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

県
内
の
民
間
団
体
が
行
う
先
導
的

な
国
際
交
流
・
協
力
事
業
に
対
し
、

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
15

年
10
月
１
日
〜
平
成
16
年
３
月
31

日
の
間
に
行
う
事
業
も
し
く
は
年

間
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
事
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
上
限
は
30
万

円
で
す
。

　

た
だ
し
、
渡
航
費
の
み
の
申
請

や
個
人
が
負
担
す
べ
き
食
糧
費
、

対
象
が
会
員
な
ど
波
及
効
果
が
低

い
事
業
な
ど
の
経
費
は
対
象
外
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

所
定
の
様
式
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
様
式
は

役
場
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
し
め
き
り　

９
月
10
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

in
�
�
�
�
�
�
�
�

　

優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
数

多
く
集
ま
っ
た
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
は
、
特
に
技
術

系
プ
ラ
ン
を
大
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

「
こ
の
技
術
は
こ

う
使
え
る
」「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
興
し
た
い
」
と
い
っ

た
プ
ラ
ン
を
お
持
ち
の
か
た
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
本
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
起
業
を
支
援
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
も
提
供
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

個
人
、
団
体
ど
な

た
で
も

▼
応
募
要
件　

①
技
術
系
、
②
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間

・
エ
ン
ト
リ
ー
受
付　

８
月
25
日

（
月
）
ま
で

・
プ
ラ
ン
提
出
し
め
き
り　

９
月

１
日
（
月
）

▼
審
査
方
法　

９
月
20
日
（
土
）、

伝
国
の
杜
（
米
沢
市
）
に
お
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

た
だ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。

＊
最
優
秀
プ
ラ
ン
に
は
賞
金
10
万

円
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９

９
２

－

８
５
１
０
米
沢
市
城
南

４

－

３

－
16　

山
形
大
学
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

３
４
８
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

26

－

３
４
９
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

：

junji@
yz.yam

agata-u.ac.jp

）

 

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
、
原
野
、
雑
種
地
な

ど
約
35
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

８
月
27
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

８
月
18
日
（
月
）

〜
27
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

９
月
３
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

家
出
人
�
行
方
不
明
者
�

 

捜
�
相
談
所

　

警
察
で
は
、
家
出
人
、
行
方
不

明
者
の
発
見
、
保
護
を
進
め
る
た

め
、
警
察
署
に
「
家
出
人
、
行
方

不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
、
家
族
の
か
た
な
ど
の
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

家
出
人
と
し
て
警
察
に
届
出
を

し
、
新
た
な
情
報
を
お
持
ち
の
か

た
や
家
族
な
ど
で
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
人
な
ど
が
お
り
ま
し
た

ら
、
積
極
的
に
来
所
し
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間　

８
月
31
日
（
日
）

ま
で

■
開
設
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

長

井
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

�
災
害
義
援
金
��
受
付
�

 

�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
水
俣
市

で
発
生
し
た
大
規
模
土
石
流
災
害

等
の
被
災
者
に
対
す
る
義
援
金
並

び
に
、
福
岡
県
の
大
雨
災
害
の
被

災
者
に
対
す
る
義
援
金
及
び
宮
城

県
北
部
に
お
け
る
連
続
地
震
の
被

災
者
に
対
す
る
義
援
金
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

８
月
29
日
（
金
）

ま
で

▼
受
付
窓
口　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
か

た
が
た
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
税
関
な

ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
28
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
当
た

り
の
か
た
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
返
し
す
る
通

貨
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
か
た
が
た
が
、
上
陸

地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通

貨
、
証
券
な
ど

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
の
か
た
が
た
も
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か

不
明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
京
税
関
酒
田

税
関
支
署
山
形
出
張
所
（
☎
０
２

３

－
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先
月
７
月
26
日
朝
、
東
京
駅
か
ら

山
形
新
幹
線
で
白
鷹
に
帰
る
た
め
改

札
口
に
向
か
っ
た
が
、
改
札
口
は
混

雑
し
て
い
る
。
宮
城
県
北
部
で
発
生

し
た
Ｍ
６
強
弱
の
地
震
の
た
め
ダ
イ

ヤ
が
乱
れ
、
東
北
新
幹
線
、
山
形
新

幹
線
は
現
在
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
と

い
う
。
駅
構
内
で
様
子
を
見
る
以
外

な
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
構
内
放

送
が
あ
っ
た
。
東
北
新
幹
線
は
仙
台

ま
で
運
行
、
山
形
新
幹
線
は
平
常
ど

お
り
と
の
こ
と
。
約
25
分
遅
れ
て
発

車
し
、
赤
湯
に
は
40
分
遅
れ
で
到
着

し
た
。
こ
の
た
び
の
宮
城
県
北
部
地

震
に
つ
い
て
は
、
本
町
で
は
被
害
は

な
か
っ
た
が
、
被
災
さ
れ
た
地
方
と

被
災
者
の
一
日
も
早
い
復
旧
と
回
復

を
祈
り
た
い
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
砂
漠
化
の
進

行
、
異
常
気
象
の
発
生
、
集
中
豪
雨

な
ど
地
球
上
の
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
く
る
。
災
害
に
は
、
天

災
、
人
災
が
あ
る
。
人
災
の
身
近
な

も
の
と
し
て
火
災
や
交
通
事
故
が
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
が
常
に
心
を
引
き

締
め
、
な
ん
と
し
て
も
悲
し
い
死
亡

事
故
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
消
火
器
や
火
元

の
点
検
に
注
意
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
集
中
豪
雨
が
も
た
ら

し
た
熊
本
県
の
土
石
流
災
害
、
わ
ず

か
90
秒
で
家
屋
を
跡
形
も
な
く
押
し

流
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
た
。
時

速
40
か
ら
50
㌔
に
も
達
し
、
一
挙
に

す
べ
て
を
押
し
流
し
た
と
い
う
か
ら

想
像
を
絶
す
る
。
19
人
の
尊
い
人
命

が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
。
ご
冥
福

を
祈
り
た
い
。

　

ま
た
、
宮
城
県
北
部
の
地
震
災
害

は
、
余
震
も
続
き
被
災
家
屋
も
多
く
、

被
災
者
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
幸
い
、
人
命
へ
の
影
響

は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
自

然
の
力
の
絶
対
的
な
大
き
さ
と
人
間

の
弱
さ
が
見
え
て
く
る
。
被
災
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
か
た
が
た
の
心
情
を
察

す
る
と
、
他
人
事
と
思
え
な
い
。

　

さ
て
、
わ
が
町
は
比
較
的
災
害
は

少
な
い
も
の
の
、
今
年
の
夏
は
低
温

・
日
照
不
足
と
な
り
、
農
作
物
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、
日
頃
の
管
理
に
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
町
の
土
石
流
な
ど
、
山
腹
崩
壊

を
含
む
危
険
地
域
も
１
０
０
カ
所
を

越
え
て
い
る
。
大
変
な
集
中
豪
雨
な

ど
状
況
に
よ
っ
て
は
、
災
害
の
起
き

る
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
水
の
流
れ
の
変
化
、
山
鳴
り
、

濁
り
、
臭
い
な
ど
前
兆
現
象
が
見
ら

れ
る
と
き
は
避
難
な
ど
の
対
応
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
地
震
の
発
生
原

因
と
な
る
断
層
帯
も
西
山
の
麓
を
中

心
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
災
害
に

未
然
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
は
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
日
ご
ろ
の
防

災
に
備
え
て
い
く
の
も
必
要
か
と
考

え
て
い
る
。

　

「
災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
。」「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」

い
ず
れ
も
古
く
て
新
し
い
言
葉
で
あ

る
。
災
害
の
未
然
防
止
は
、
心
の
備

え
、
物
の
備
え
が
一
番
大
事
で
あ
る
。
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ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　屋　和　行　　十　王
宇津木　千　佳　　長井市

（後　藤　勝　隆　　米沢市
横　澤　純　子　　深　山

（　長　　栄　貴　　米沢市
新　井　み　か　　十　王

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥甲　石　井　光　 　94
横田尻　中　井　ト　メ　93
横田尻　澁　谷　ふくゑ　90
荒砥乙　梅　津　か　よ　89
畔　藤　新　野　は　る　78
高　玉　金　田　昭　二　76
菖　蒲　吉　田　八千代　81
横田尻　土　屋　修　平　48
畔　藤　佐　藤　文　吉　91
広　野　新　野　寛　一　75
荒砥乙　保　科　真智子　44
十　王　橋　本　作　助　69

No.878
2003-8

-12

18

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。

㉙
�
災
害
�
�
備
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名   子の名

畔　藤 安部 明　弘 知
ち

　優
ひろ

京　子

畔　藤 安部 明　弘 真
ま

　優
ひろ

京　子

畔　藤 渡部 　淳 晃
こう

　矢
や

洋　子

畔　藤 長谷川 新　悦 啓
けい

　太
た

広　美

荒砥甲 横山 洋　一 爽
さや

歩　御

浅　立 髙橋 良　一 航
こう

　士
し

みゆき

浅　立 髙橋 良　一 航
こう

　也
や

みゆき

浅　立 髙橋 誠一郎 玲
たま

　葵
き

智　子

荒砥甲 樋口 篤　史 葉
は

　夏
な

さおり

十　王 渋谷 浩　之 茉
ま な か

菜佳真由美


